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　住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入
国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に
基づき、日本の国籍を離脱した者等の出入国管理
に関する特例法の一部を改正する等の法律が施行
されることに伴い、外国人登録制度が廃止され、
外国人住民を住民基本台帳法の適用対象に加える
こととなるため、関係する条例の一部を改正する
ものです。
　人吉市印鑑条例、人吉市手数料条例、人吉市乳
幼児医療費助成に関する条例、人吉市敬老祝金条
例の一部が改正されました。施行日は、平成 24 年
７月９日となっています。
　人吉市予防接種事故災害補償条例の一部を改正
する条例は、予防接種法施行令等の一部を改正す
る政令が、公布、施行されたことに伴い、補償金
額の改定を行なうため、改正されました。市が実
施する法定外の予防接種（子宮頸がん予防ワクチ
ン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン）に

ついて、本条例により支給するものです。
　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更
は、平成 24 年４月１日に熊本市が政令指定都市に
移行し行政区を設けたため、「東区」を挿入するも
ので、構成 45 市町村の同文議決を必要とするもの
です。
　厚生委員会所管の一般会計補正予算は、徴税
費 61 万７千円の減額、戸籍住民基本台帳費 117
万８千円の増額、民生費 257 万１千円の増額、衛
生費 105 万１千円の増額となりました。
　主なものは、民生費の社会福祉費に、くらし安心
相談係の「地方消費者行政活性化事業」として、市
職員を対象にした多重債務相談基礎知識講座を開講
するための委託料 39万９千円を計上しています。
　児童福祉費に、病児・病後児保育事業の補助基
準額の増額改定に伴い、145 万５千円を計上して
います。

【田野農村公園整備工事に増額】
　田野公民館となりにある、田野農村公園の改良
整備のために、農業振興費 42 万９千円を増額しま
した。

【人吉商工会議所補助金の組み替え】
　補助事業の内容を見直したことによる運営費補
助から事業費補助への組み替え（人吉商工会議所
補助金 950 万円の減額、及び小規模事業指導事業
補助金 641 万２千円の増額）で、308 万８千円の
減額補正となりました。
　委員から、過去に会計監査における指摘などは
なかったのか、事前に協議は行ったのかなどの問
いが集中しましたが、決算の内容等をふまえ、認
めることとしました。今後、経済分野での市との
連携をしっかりやっていって欲しいとの強い要望
がありました。

【民間建築物吹付けアスベスト除去に補助金】
　延べ床面積が概ね 1,000 ㎡以上の民間建築物が

対象で、今回の補正では、１件分の補助（91 万円）
を予定しています。

【人吉市住生活基本計画策定が始まる】
　前回は、「住宅マスタープラン」として平成 15
年３月に策定されました。本市の市営住宅政策を、
基本計画として体系化するもので、10 年に一度策
定されるものです。過去は質よりも量を求められ
ていましたが、現況は災害に強く質の高い公営住
宅が求められています。今回、策定委託料として
800 万円が計上されました。

【小股橋上部工架替事業の増額】
　下戸越町の小股橋上部工架替事業で、工事用施
工ヤードに予定していた私有地が使用できなく
なったため、仮設道路整備などの工事費増に伴
い、平成 24 年度の年割
額を 1,300 万円から 2,534
万５千円に変更するもの
です。

●委員長　川野　精一　　●副委員長　豊永　貞夫
●委　員　宮﨑　保・平田　清吉・仲村　勝治・永山　芳宏総務文教委員会報告

５月28日に臨時会を開催しました。５月28日に臨時会を開催しました。

人吉市防災行政無線整備工事請負契約人吉市防災行政無線整備工事請負契約
（契約金額５億３，２３５万円）の締結を可決。（契約金額５億３，２３５万円）の締結を可決。

　　・災害時の避難指示等の情報を、市内一斉に伝達する無線の設置
　　・災害時などに現場対応する際、屋外へ持ち出し、通話ができる無線の配備
　　これらは国の補助を受け来年３月までに整備されることになります。

　平成 24年６月定例会は、６月４日から６月 25日までの 22日間の日程で開催しました。

一般会計補正予算に５，８０７万円を追加し、一般会計補正予算に５，８０７万円を追加し、

一般会計総額一般会計総額
141億5,153万6千円となりました。141億5,153万6千円となりました。

家族の時間づくりプロジェクトが始動

　人吉市では、観光庁の認定を受け、10 月９日火
曜日を小・中学校休業日に設定し、「家族の時間づ
くり」を応援します。なお、振替授業日が 13 日土
曜日（給食あり）になりますのでご注意ください。
委員会では、広報用チラシの
作製費９万３千円を承認し
ました。事後アンケートへの
ご協力もよろしくお願いた
します。

予約型乗合タクシーの運行近まる

　市内完結型バス路線のうち、鹿目・田野・大畑・
山江方面の４路線を廃止し、10 月から、利用者の
利便性の向上と、財政負担の軽減を目指した、「乗
合タクシー事業」が導入されます。今回、周知用
パンフレット、乗降場案内板、車両用マグネット

シール等の制作費など、186 万円を承認しました。

女性消防隊に新ポンプ！防災訓練は大規模地
震を想定し大畑地区で９月２日に開催予定

　消防費の審査では、財団法人自治総合センター
からの（宝くじ）助成金 100 万円の内示を受け、
女性消防隊への新しいポンプや放送システムの導
入経費。また、防災訓練会場の設営費など、204
万円の増額補正予算を承認しました。

教室に天井扇整備。スポーツパレスに空手
試合用マットを追加

　教育費の審査では、教室内の冷暖房効果を高め
るための天井扇（市内小・中学校に整備）の設計
委託料、球磨川舟唄全国大会への補助金。空手マッ
トの購入費など、総額 407 万３千円の増額補正予
算を承認しました。

●委員長　笹山　欣悟　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・村口　隆・田中　哲・三倉　美千子厚生委員会報告

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　大塚　則男・犬童　利夫・西　信八郎・森口　勝之経済建設委員会報告

人吉市営住宅の新たな基本計画策定が始まる

外国人住民の住民基本台帳制度がスタート
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工
兵
隊
兵
舎
跡
地
、

高
校
再
編
問
題

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
の

課
題
と
成
果
は

問　

戦
前
工
兵
隊
の
兵
舎
で
あ
っ
た
三
日

原
団
地
は
老
朽
化
が
目
立
つ
。
団
地
の

現
状
と
戦
中
、
戦
後
に
疎
開
者
や
引
揚

者
を
受
け
入
れ
、
戦
後
新
生
日
本
の
復

興
の
一
翼
を
担
っ
た
歴
史
的
意
義
を
後

世
に
残
す
た
め
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
記
念

碑
建
立
の
考
え
は
。

答　

管
理
戸
数
44
戸
で
入
居
戸
数
26
戸
、

59
％
の
入
居
率
。
経
年
数
が
42
年
か
ら

47
年
で
老
朽
化
が
激
し
く
現
在
入
居
者

募
集
を
停
止
し
て
い
る
。
今
後
の
計
画

で
用
途
廃
止
の
方
針
。
道
路
の
狭
い
所

は
離
合
箇
所
を
検
討
し
て
い
く
。
記
念

碑
は
用
途
廃
止
の
時
点
で
検
討
す
る
。

問　

地
元
自
治
体
は
高
校
存
続
に
向
け
活

動
さ
れ
て
い
る
が
市
の
対
応
は
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
郡
市
の
未
来

を
つ
く
る
上
で
存
続
は
重
要
で
、
郡
市

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

問　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
取
り

組
ん
だ
第
四
次
行
政
改
革
大
綱
の
成
果

と
課
題
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　
「
創
造
す
る
市
役
所
」
は
、
一
定
に
成

果
が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
意
識
改
革

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。「
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
」
は
、
不
適
正
な
経
理
等
の
信

頼
を
失
う
事
案
が
発
生
し
、
さ
ら
な
る

改
善
が
必
要
で
あ
る
。「
市
民
と
と
も
に

歩
む
市
役
所
」
は
、
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
な
ど
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

問　

第
四
次
の
結
果
を
第
五
次
行
政
改
革

大
綱
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

答　

各
課
独
自
の
専
門
的
な
取
り
組
み
項

目
に
加
え
、
全
課
に
共
通
す
る
取
り
組

み
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
幸
福
向
上
を
目
指
し
た
い
。

田中　哲

笹山　欣悟

観
光
が
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
効
果
に
つ
い
て

問　

観
光
が
、
一
次
産
業
、
二
次
産
業
へ

及
ぼ
す
経
済
効
果
と
地
域
内
の
経
済
循

環
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
少

し
ず
つ
潤
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
次
産
業
を
抜
本
的
に
テ
コ
入

れ
し
、
ホ
テ
ル
等
に
地
域
の
物
を
使
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
内
の

経
済
を
循
環
さ
せ
た
い
。

問　

学
校
図
書
館
の
更
な
る
充
実
の
た
め

に
学
校
図
書
の
充
実
と
専
任
の
司
書
の

配
置
を
行
う
べ
き
で
は
。

答　

策
定
中
の
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中

で
、
学
校
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
明

確
に
し
た
う
え
で
、
更
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
対
応
は
。

答　

国
、
県
等
と
連
携
し
て
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

松岡　隼人

御
溝
川
治
水
対
策
と

今
後
の
取
り
組
み

問　

球
磨
工
業
高
校
裏
か
ら
御
溝
川
に
合

流
す
る
鷹
木
川
の
流
水
を
山
田
川
に
抜

く
た
め
の
調
査
測
量
は
、
御
溝
川
治
水

対
策
と
し
て
一
歩
前
進
と
捉
え
る
が
、

現
在
ま
で
の
状
況
は
。
ま
た
事
業
着
手

ま
で
の
計
画
は
ど
う
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答　

事
業
主
体
で
あ
る
熊
本
県
の
回
答
と

し
て
、
調
査
測
量
の
状
況
は
、
９
月
26

日
に
瓦
屋
町
修
成
館
に
て
説
明
会
を
開

催
し
、
12
月
下
旬
か
ら
１
月
下
旬
ま
で

の
期
間
で
実
施
さ
れ
、
現
在
最
終
的
な

ル
ー
ト
案
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し
地
権
者

の
承
諾
を
得
た
後
、
測
量
設
計
、
建
物
・

用
地
等
の
買
収
の
お
願
い
を
し
、
そ
の

後
事
業
予
定
地
の
用
地
・
補
償
す
べ
て

の
契
約
完
了
後
に
事
業
着
手
の
計
画
で

あ
る
と
の
こ
と
。

大塚　則男

肥
薩
線
の
未
来
遺
産
登
録
へ

の
経
緯
と
対
応
は

防
災
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
主
催
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
登
録
に
至
る

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
市
と
し
て
の
支

援
策
は
。

答　

機
関
区
・
保
線
区
・
駅
員
と
し
て
働

い
て
き
た
元
鉄
道
マ
ン
の
方
々
が
職
種

の
垣
根
を
越
え
、「
人
吉
鉄
道
観
光
案
内

人
会
」
を
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
世

界
遺
産
運
動
の
弾
み
と
す
る
方
法
を
検

討
し
て
い
た
折
に
、
民
間
活
動
を
支
援

す
る
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に
共
感
し
、

23
年
に
応
募
し
た
。
12
月
に
正
式
登
録

が
発
表
さ
れ
、
24
年
３
月
17
日
Ｓ
Ｌ
の

運
行
に
合
わ
せ
、
登
録
証
の
授
与
式
が

行
わ
れ
た
。
今
後
と
も
連
携
を
図
り
、

情
報
発
信
を
は
じ
め
と
し
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の
事
例
を

教
訓
と
し
て
、
学
校
で
防
災
教
育
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
、
主
体
的
な

行
動
が
で
き
る
防
災
教
育
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
命
を
ま
も
る
た
め
に
、

防
災
教
育
を
計
画
的
・
組
織
的
に
進
め
る

こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
る
。
防
災
教
育
の

充
実
が
図
れ
る
よ
う
、
今
後
も
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

原
発
停
止
に
よ
り
、
今
夏
の
電
力
不

足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
停
電

が
実
施
さ
れ
た
時
の
想
定
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
本

市
の
業
務
は
停
止
す
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

宮﨑　　保

豊永　貞夫

防
災
関
係
に
お
け
る

水
害
応
急
対
策
に
つ
い
て

問　

浸
水
想
定
地
域
内
へ
の
自
主
避
難
所

等
の
指
定
理
由
は
。

答　

自
主
避
難
所
は
あ
く
ま
で
も
軽
微
な

災
害
や
火
災
の
際
に
一
時
的
な
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
避
難
勧
告
等

発
令
時
に
は
指
定
避
難
所
に
避
難
す
る

よ
う
計
画
し
て
い
る
。

問　

筌
場
排
水
樋
門
操
作
員
の
避
難
路
を
確

保
す
る
た
め
、
浄
水
苑
横
河
川
道
路
の
舗

装
工
事
の
考
え
は
。

答　

当
該
箇
所
に
は
民
有
地
は
な
く
、
国

の
河
川
敷
で
あ
る
。
今
後
と
も
引
き
続

き
国
土
交
通
省
八
代
河
川
国
道
事
務
所

人
吉
出
張
所
と
協
議
し
、
舗
装
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
市
民
へ
の
避
難
指
示
発
令
基

準
、
排
水
樋
門
樋
管
操
作
員
へ
の
避
難

指
示
連
絡
方
法
、
中
神
、
荒
毛
田
農
業

用
水
堰
塞
き
止
め
板
管
理
人
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

平田　清吉

少
年
野
球
の
メ
ッ
カ
の

現
状
と
今
後
の
展
望

問　

本
市
が
考
え
る
「
少
年
野
球
の
メ
ッ

カ
」
と
は
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

偉
大
な
功
績
を
残
し
た
川
上
哲
治
氏

の
名
前
を
い
た
だ
い
た
「
川
上
哲
治
記

念
球
場
」
及
び
本
市
を
野
球
を
愛
す
る

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の

拠
点
と
す
る
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
各
種
の
野
球
大
会
の
質
的

向
上
を
図
り
、
野
球
へ
の
意
欲
、
ま
た

興
味
、
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
凝
ら
し

た
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
誘
致
も
考

え
ら
れ
る
。
同
時
に
「
川
上
哲
治
記
念

球
場
」
を
川
上
哲
治
氏
の
郷
土
学
習
の

場
と
す
る
取
り
組
み
や
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

※
ほ
か
に
通
学
路
（
西
瀬
小
と
人
吉
二
中
）

の
安
全
確
保
と
、
災
害
廃
棄
物
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

村口　　隆
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受
け
や
す
い
市
民
健
診
で

健
康
人
口
増
を
！

問　

本
市
で
は
、「
受
け
や
す
い
、
受
け

た
い
健
診
」
と
位
置
付
け
て
、
市
民
健

診
を
進
め
て
い
る
が
、
人
吉
総
合
病
院

に
あ
っ
て
は
、
実
数
で
５
９
９
名
の
希

望
者
の
内
、
１
０
０
名
し
か
受
診
で
き

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市
全
体

の
健
康
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
念
頭
に
、

受
診
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

答　

市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
現
在
の

医
療
制
度
と
同
じ
く
、
か
か
り
つ
け
医

で
の
診
療
、
必
要
に
応
じ
て
二
次
医
療

機
関
で
の
診
療
と
い
う
考
え
方
で
、
市

民
健
診
に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

来
年
度
に
つ
い
て
も
、
総
合
病
院
で
の

受
診
枠
は
当
面
の
間
、
同
数
を
考
え
て

い
る
。

※　

そ
の
他
、
九
州
市
長
会
で
の
道
州
制
の

動
き
と
考
え
。
い
じ
め
・
食
育
の
強
化
月

間
取
り
組
み
を
質
問
し
ま
し
た
。

川野　精一

国
歌
「
君
が
代
」
の
指
導
は

問　

新
学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
音
楽

の
指
導
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て

配
慮
す
る
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
国
歌

「
君
が
代
」
は
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て

も
歌
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
と
あ

る
が
、
指
導
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

国
歌
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
持
た

せ
て
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
態
度
を
育

て
る
こ
と
を
学
習
指
導
要
領
で
は
示
さ

れ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。

問　

道
路
標
示
の
外
側
線
、
中
央
線
、
右

折
線
が
消
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
調

査
、
補
修
は
さ
れ
る
の
か
。

答　

市
街
地
や
幹
線
道
路
、
通
学
道
路
を

中
心
に
危
険
性
や
交
通
量
に
基
づ
い
て
、

随
時
に
整
備
す
る
。

仲村　勝治

人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

に
つ
い
て

問　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
所
有
権
が
本

市
に
移
譲
さ
れ
た
理
由
は
。

答　

広
域
行
政
組
合
で
の
改
修
の
財
源
確

保
が
難
し
く
、
本
市
単
独
の
財
源
確
保

の
措
置
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
と
い
う

市
町
村
の
意
見
の
一
致
が
図
ら
れ
、
協

議
さ
れ
た
結
果
、
本
市
へ
の
移
譲
が
決

ま
り
、
構
成
市
町
村
で
同
文
議
決
さ
れ

て
い
る
。

問　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
運
営
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
財
源
確
保
の
一
つ
の
手

当
と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
る
企
業
が
あ
れ
ば
一
考
す

る
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

※
ほ
か
に
市
民
健
診
・
特
定
健
診
、
人
吉

イ
ン
タ
ー
待
合
所
、
道
路
標
識
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

三倉美千子

国
際
レ
ベ
ル
の

観
光
都
市
を
め
ざ
す
に
は

問　

国
際
会
議
観
光
都
市
と
い
う
指
定
都

市
の
制
度
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
と
認
定
条
件

の
内
容
は
。

答　

現
在
、
全
国
で
52
の
自
治
体
が
認
定

さ
れ
て
お
り
、
国
際
観
光
振
興
機
構
が

国
際
会
議
の
誘
致
及
び
開
催
の
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
い
観
光
都
市
と
し
て
の

格
が
上
が
る
。
条
件
は
、
周
辺
の
観
光

資
源
、
宿
泊
施
設
、
会
議
施
設
の
規
模

と
質
を
求
め
ら
れ
る
。

問　

本
市
の
宿
泊
施
設
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
の
状
況
と
、
環
境
が
整
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
国
際
会
議
観
光
都
市
の
指
定

を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
際
化
の
波
に
は
あ
る
が
、
一
気
に

進
め
る
の
で
は
な
く
、
環
境
整
備
な
ど

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

村上　恵一

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成

に
つ
い
て

問　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
概
要
は
。

答　

後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
で
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望
が

描
け
な
い
集
落
に
お
い
て
、
今
後
の
中

心
と
な
る
経
営
体
を
誰
に
す
る
の
か
、

ま
た
、
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
ど
う
や
っ

て
農
地
を
集
積
す
る
の
か
を
徹
底
的
に

話
し
合
い
、
そ
の
集
落
に
お
い
て
、
人

と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
未

来
設
計
図
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

本
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

今
後
、
全
農
家
に
対
し
、
３
択
か
ら

５
択
の
チ
ェ
ッ
ク
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

検
討
し
て
い
る
。
本
市
農
業
委
員
会
と

も
連
絡
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
こ
の

プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

※
そ
の
他
、市
内
完
結
型
バ
ス
路
線
見
直
し
、

市
営
住
宅
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

西　信八郎

平成23年度政務調査費収支報告は次のようになっています
政務調査費とは・・・議員の調査研究に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認められているものです。

氏　　名 収　入
支　　　　　　　　　　出

研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 人件費 事務所費 その他 合計

宮﨑　　保 220,000 0 0 0 103,300 2,320 0 0 33,000 0 138,620

高瀬　堅一 220,000 7,800 107,305 0 71,200 0 0 0 22,558 0 208,863

大塚　則男 220,000 57,130 15,475 0 21,155 66,124 0 30,000 0 0 189,884

平田　清吉 220,000 220,080 0 0 36,425 13,913 0 0 0 0 270,418

犬童　利夫 220,000 10,100 107,305 0 27,970 2,320 0 0 0 0 147,695

松岡　隼人 240,000 38,072 24,755 13,412 18,267 141,982 0 10,000 4,905 0 251,393

井上　光浩 240,000 0 107,305 0 33,695 0 0 0 74,903 0 215,903

豊永　貞夫 240,000 0 92,754 22,554 87,640 33,640 0 0 0 0 236,588

川野　精一 240,000 0 107,312 0 87,325 129,413 0 0 0 0 324,050

笹山　欣悟 240,000 47,520 0 36,956 16,800 13,918 0 0 111,484 1,260 227,938

西　信八郎 240,000 0 60,553 0 203,510 2,320 0 0 0 0 266,383

村上　恵一 240,000 2,258 110,095 23,800 13,800 17,320 0 0 60,000 0 227,273

田中　　哲 240,000 0 216,298 3,320 35,050 2,320 0 0 0 0 256,988

仲村　勝治 240,000 200,138 0 860 30,120 17,020 0 0 14,913 0 263,051

三倉美千子 240,000 75,510 15,475 50,241 56,070 75,724 0 55,000 0 0 328,020

森口　勝之 240,000 0 146,905 1,200 9,100 2,320 0 0 420 0 159,945

永山　芳宏 240,000 58,930 0 0 105,100 2,320 0 0 0 0 166,350

合　　計 3,980,000 717,538 1,111,537 152,343 956,527 522,974 0 95,000 322,183 1,260 3,879,362

注）・現職の議員で政務調査費の交付を受けた議員を掲載しています。
　・政務調査費の交付額は月額 2万円です。
　・平成23年4月に改選があり、初当選議員は5月分から交付対象となり、再当選議員と交付額は同一ではありません。
　・当初から収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することとなっています。
　・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余を全額返還しな

ければなりません。
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今
年
も
色
と
り
ど
り
の
紫
陽
花

が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
も
近
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
本
市
は
水
害
の
常
襲
地
域
の

た
め
、
油
断
す
る
こ
と
無
く
防
災

意
識
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
定
例
会
に
は
、
13

名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
と
し
て
、
今
年
度
整
備

す
る
防
災
行
政
無
線
や
治
水
対
策
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
、
市
民
健
診
、
通

学
路
の
安
全
対
策
な
ど
、
い
ず
れ

も
市
民
生
活
に
関
心
の
高
い
身
近

な
問
題
を
取
り
上
げ
、
執
行
部
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
折
り
返
し
、

今
年
の
夏
は
原
発
停
止
の
影
響
で
、

電
力
不
足
に
よ
る
計
画
停
電
も
想

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
実
施
さ
れ

な
い
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
節
電
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
く
ら
し
と
関
心
事
が
議

会
に
反
映
さ
れ
議
論
さ
れ
る
、
そ

ん
な
市
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
文
責
：
豊
永　
貞
夫
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委　
　

員
／
宮
﨑　

保　
　

高
瀬
堅
一

　
　
　
　
　

大
塚
則
男　
　

犬
童
利
夫

　
　
　
　
　

豊
永
貞
夫　
　

笹
山
欣
悟

次
の
定
例
会
は
９
月
で
す
。

請　願　・　陳　情　等　の　審　査　結　果
委　員　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

総務文教委員会
道州制・地域主権改革問題についての陳情 不 採 択

学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情 継続審査

厚 生 委 員 会

認可外保育施設に通う子ども達への助成を求める陳情 継続審査

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情 継続審査

消費税率引上げ等に断固反対する意見書を求める陳情 継続審査

経済建設委員会
歴史ある曼荼羅川の再生を願う陳情 撤 回

市営住宅建設に関する陳情 継続審査

平成24年５月臨時会の議案等の審査結果

平成24年６月定例会の議案等の審査結果

番    号 件                    名 議決結果

議 第 33 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 23年度人吉市一般会計補正予算
（第 10号）） 原案承認

議 第 34 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例の一部を改正する条例） 原案承認

議 第 35 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市都市計画税条例の一部を改正す
る条例） 原案承認

議 第 36 号 工事請負契約の締結について 原案可決

番    号 件                    名 議決結果

議 第 37 号 平成２４年度人吉市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 38 号 人吉市印鑑条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 39 号 人吉市予防接種事故災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 40 号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 原案可決


